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本年度の取り組み概要 ～水ヶ曽根地区砂礫河原の再生～

・複列砂州が形成され、自然の営力で河原が維持されていた昭和40年頃の河原を目標
像とし、陸ではカワラハハコ等の河原植物が生育し、水際ではアユ等の魚類が生息・
産卵する、阿賀野川の原風景である砂礫河原の再生

・再生にあたっては、自然の営力を最大限に活かし、砂礫河原の再生を図りつつ、細流、
湿地やワンド等の自然形成を目指す

【評価指標】カワラハハコ、アユ等の生育・生息。砂礫河原の面積。
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図１ 水ヶ曽根地区の河原面積の変遷

複列砂州 単列砂州

砂利採取多い

自然の営力
で河原維持

S40頃の
河原面積 約32ha S40年頃

を目指す
S40年頃
を目指す

【河原の減少理由】

・S40年頃までは複列砂州が形成され、自然の営力で河原が
維持されていた。

・しかし、高度経済成長期のS40年代～平成初期にかけての砂
利採取等により、二極化が進行し、河原が減少した。

出典：
20.4～23.2k右
岸の河原面積。
空撮からの読
み取り値

二極化、樹林化進行

砂利採取規制 S60以降

S43年

複列砂州

参考図１ 複列砂州化し、河原が維持されていた
昭和４０年頃の水ヶ曽根地区

参考図２ 現在の水ヶ曽根地区の標高
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直接の整備によ
る再生範囲（案）波及による再生を

期待する範囲

低地部
中央に旧河道跡
の低地部あり
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本年度の取り組み概要 ～水ヶ曽根地区砂礫河原の再生～

・水路線形：蛇行形状が、砂礫河原
の再生や水路維持に最も有効。

・植物：移植等が必要な種はなし

・平成28年度 基本方針、再生方針の検討・平成28年度 基本方針、再生方針の検討これまでの
取り組み

・水路線形、断面形等の検討、設計 ※平面二次元流況解析、平面二次元河床変動解析

・事前調査 植物

・第一段階の整備に着手（実施中） ※２月より伐採に着手

・整備の実施

※次期出水期までに、一定の整備
効果が発揮されるよう、第１段
階の整備を進める。

・モニタリング調査

・整備の実施

※次期出水期までに、一定の整備
効果が発揮されるよう、第１段
階の整備を進める。

・モニタリング調査

実施結果実施結果

本年度の
取り組み
本年度の
取り組み

今後の予定

凡例
第1段階
第2段階
第3段階

第2段階
樹木伐採

旧河道跡
等低地

第1段階
樹木伐採
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・既往最大規模流量の出水であるH23新潟・福島豪雨を経験しても、低水路幅、及び高水敷形状に
変化は見られなかった。 すなわち、もはや自然営力のみでは河原は再生されない。
→ 直接手を加える自然再生事業によって、再生を図る。

H21年5月1日 撮影

H25年8月14日 撮影

水ヶ曽根地区

水ヶ曽根地区

低水路幅は、H21年とほぼ同じ程度

低水路幅

出水前

出水後

H23.7新潟・福島豪雨
（既往最大規模流量
9,948m3/s、馬下地点）

馬下地点流量：386m3/s

馬下地点流量：214m3/s



国土交通省
阿賀野川河川事務所

案 直線案 直線＋拡縮案 蛇行案

案
の
概
要

掘削工事費を低減するため、線形が
最短となるように、直線で結ぶ案。

直線案では流水作用の河岸への影響
が期待できないため、水路幅を変化さ
せ、流水作用の効果を向上させる案。

水路を蛇行させ、浸食・洗掘により砂
礫河原を拡大する案。

平
面
形
状

●砂礫河原再生の判断基準
・移動可能粒径が、高水敷河床材料粒径のD60以上であれば、高水敷上の土砂がﾌﾗｯｼｭされると判断する。
・D60とは、約60%の土砂がフラッシュされる大きさである。

２.水路線形の検討 検討案
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平面形状は、直線案、直線＋拡縮案、蛇行案の３案を検討する。

D60：60%粒径 約60％量の土砂がﾌﾗｯｼｭされる大きさ。

Dmax：最大粒径 全ての土砂がﾌﾗｯｼｭされる大きさ。

出典：「河川砂防技術基準 調査編」

拡縮案の平面線形は、直線案と同様である。拡縮案の平面線形は、直線案と同様である。
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・流速ﾍﾞｸﾄﾙでは、蛇行案のみ、高水敷に乗り上げる速い流れが確認された。
・ﾌﾗｯｼｭされる面積は、3案ほぼ同じであるが、蛇行案が、やや大きい。

案 直線案 直線＋拡縮案 蛇行案

出
水
時
砂
礫
河
原
の
再
生
効
果

３.水路線形の検討 出水時
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背景：地盤標高
→ ：流速ベクトル

掘削水路

拡部

縮部

D60以上

260千㎡(D60以上) 250千㎡(D60以上) 280千㎡(D60以上)

D60以上 D60以上

背景：地盤標高
→ ：流速ベクトル

掘削水路

背景：地盤標高
→ ：流速ベクトル

掘削水路

流水による浸食・洗掘作用が大きいのは、蛇行案である。

融雪出水時に、ﾌﾗｯｼｭされる可能性が
高 い面積は約260千㎡である。

融雪出水時に、ﾌﾗｯｼｭされる可能性が
高 い面積は約250千㎡である。

融雪出水時に、ﾌﾗｯｼｭされる可能性が
高 い面積は約280千㎡である。

高水敷上流速
ﾍﾞｸﾄﾙが遅い

速い流速ﾍﾞｸﾄﾙが掘
削水路内のみ

外湾側で高水敷に
乗り上げる速い流
れが確認される。

高水敷上流速
ﾍﾞｸﾄﾙが遅い

縮部は、水路斜方
向の流速ﾍﾞｸﾄﾙが
確認される。

採用案

平面二次元流
況解析結果：
平面二次元流
況解析結果：

Q=2000m3/s Q=2000m3/s
Q=2000m3/s
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・10年間の主要出水流量を与えた結果、砂礫河原が再生し、かつ水路が維持される

ことを確認した。

・更に、出水時の河岸浸食により、新たに2本の水路が自然に形成される可能性が示唆

された。

４.水路線形の検討 検証計算
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平面二次元河
床変動解析
平面二次元河
床変動解析

工事直後

2007年～2016年
10年間の主要出水後
最大流量 3000m3/s

砂礫層
平均標高

砂礫層
平均標高

図の見方：

緑色は、現地の礫層の平均標
高であるため、緑色であれば
砂礫河原の状態と考えられる。

②水路は、閉塞せず、維持される。

①砂礫河原が水路の周りに再生される。

③新たな水路（2本）が形成される。

何回かの出水
を経験後

掘削水路
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礫河原の再生

融雪出水位

礫床

堆積

土砂

工事後河岸
出水後河岸

５. モニタリング計画（案）

7

実施目的 実施箇所 実施時期及び回数 実施方法

出水による
再生効果の
確認

①河岸の流出、土砂の洗掘
全域 大きな出水後

・UAV空撮
・横断測量

②砂礫河原の再生面積

平常時の水
路維持の確
認

③水路内の堆積状況

全域

１回／年程度
・定点写真撮影
・UAV空撮

④生物の生息・生育
植物（春、秋）

鳥類（繁殖期、冬期）
魚類（春・秋）

・生物調査
注）鳥類と魚類は、「河川水辺の国勢調査」により実施

出水による河岸洗掘、平常時の水路維持状況等を確認するため、UAV撮影、横断測量（定点）
、生物調査等を実施する。

砂礫河原の
再生面積（横
断測量定点）

定点撮影

UAV空撮イメージ図
定点横断測量、撮影イメージ図
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H29.8.28 撮影

重要種：タコノアシ（H29.9.5）

重要種：アゼナ（H29.9.5）

重要種：カワヂシャ（H29.6.6）

重要種一覧

6月 9月 環境省 新潟県 新潟市

1 ウマノスズクサ科 ウマノスズクサ ● NT VU

2 ユキノシタ科 タコノアシ ● ● NT VU VU

3 アリノトウグサ科 ホザキノフサモ ● VU EN

4 ゴマノハグサ科 アゼナ ● NT

5 ムシクサ ● NT

6 カワヂシャ ● NT NT NT

7 キク科 タカアザミ ● NT NT

3 5 1 4 5

No. 科名 和名
重要種選定基準

5科7種

調査時期

重要種：ムシクサ（H29.6.6）
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【植物事前調査】
・水ヶ曽根地区の事前調査として、垂直写真撮影、春季重要種調査、頻度法調査、植生図作成を実施した。
・調査の結果、植物の重要種7種が確認されたが、いずれも阿賀野川で広く確認される種であり、その生態からみて
も河道掘削に伴う移植等の特別な対策の必要性は低いと考えられる。

凡例

６．水ヶ曽根地区砂礫河原 植物事前調査


